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丁
こう

だい

わ
た
し
は
､
図
工
が
大
す
き

で
す
｡
お
父
さ
ん
に
い
つ
も
､

み
らい

う
ち
ゅ
う
や
未
来
の
こ
と
を
お

..llIJ
話
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
｡
こ
しん
r中ん

ど
も
ス
ク
ー
ル
の
こ
と
を
新
聞

で
み
つ
け
た
の
は
お
父
さ
ん
で

す
｡
わ
た
し
は
､
ロ
ボ
ッ
ト
に

き
ょ
う
み
が
あ
っ
た
の
で
､
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
｡

蔀
衛
さ
ん
は
､
い
ろ
ん
な
ロ
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ボ
ッ
ト
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
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｢
エ
ボ
ル
タ
｣
は
､
テ
レ

ちい

ビ
で
み
る
よ
り
小
さ
く
て
び
っ

エ7
ナィ

く
り
し
ま
し
た
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T
｣
は
､

わんな

ひと

うっく

告

女
の
人
み
た
い
に
美
し
く
歩
く

ロ
ボ
ッ

ト
で
す
｡
ロ
ビ
ッ
ド
はせ

8
セ
ン
チ
も
ジ
ャ
ン
プ
す
る
世

かい
い与

界
一
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
｡

子
ど
も
の
こ
ろ
､
静
聴
さ
ん

は
､
ア
ト
ム
の
ま
ん
が
を
み
て
､

ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
る
き
っ
か
け

を
み
つ
け
た
そ
う
で
す
｡
ロ
ボ
ッ

ひよ

こころ

うご

ト
が
人
の
心
を
動
か
す
な
ん
て

力rも

す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
｡

わ
た
し
は
､
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ

ひと

く
る
人
に
な
り
た
い
で
す
｡
お

母
さ

ん
は
､

｢そ
の
た
め
に
は

べん
.b..(.つ

勉
強
を
が
ん
ば
る
ん
だ
よ
｣
と

い
っ
て
い
ま
し
た
｡
融
愉
さ
ん

み
た
い
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
で
す
｡

ま
た
､
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
に
あ

い
た
い
な
｡

ぼ
く
が
｡r
番
巣
し
か
っ
た
の
は
､

轟
轡
さ
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
酔
趣
で

み見
ら
れ
た
こ
と
で
す
｡

リ
油Tつ

rJい
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理
由
は
､
最
近
テ
レ
ビ
や
イ
ン
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タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
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エ
ボ
ル
タ
｣
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｢ロ
ビ
ッ
ド
｣

を
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に
か
旗
の
計
で
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ら
れ
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せ
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こ
と
と
､
世
界
一
の
ジ
ャ
ン
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で
き
る
ロ
ビ
ッ
ド
が
､
ぼ
く
の
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ん
で
い
る
い
な
か
の
大
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ソ
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プ
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
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て
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ロ
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ッ
ト
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ぎ
じ
ゅ
つ
は
か
な
り
進
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ん
で
い
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んだなと思
い
ま
し
た
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たの

も
う
一
つ
､

楽
し
か
っ
た
の
は
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ロ
ボ
ッ
ト
作
り
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撤
さ
ん
の
僻
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)
で
す
｡
ブ
ロ
ッ
ク
で
ロ

つく

ボ
ッ
ト
み
た
い
な
の
を
作
っ
た
こ

と
が
あ
る
け
ど
､
本
か
く
晦
な
軟
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く
ロ
ボ
ッ
ト
は
作
っ
た
こ
と
が
な

書一人
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っ
た
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と
前
か
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鄭
し
み
で
し
た
｡
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す
る
の
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そ
く
て
､
あ
ま
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動
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せ
ら
れ

な
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ど
､
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に
撃
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た
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い
て
､
す
ご
く
う
れ
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か
っ
た
し
､
作
る
時
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い
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を
つ
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っ
て
出
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で
､
良

か
っ
た
で
す
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で
､
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を
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､
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､
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こ
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あ
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ま
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､
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誓
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に
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が
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来
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､
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が
た
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あ
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､
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に
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で
す
｡
そ
れ
に
､
藩

先
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ッ
ト
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ボ
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っ
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ボ
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り
で
下
宿
を
飛
び
出
し
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に
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と
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新
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当
時
､
携
帯
電
話
は
な
く
､
会
社
に

ひと

で
一書

●
し▼

れん
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い
る
人
が
出
先
の
記
者
と
連
絡
を
と

つか

る
に
は
｢ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
｣を
使
っ
て
い

ま

し

た
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ポ
ケ
ベ
ル
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､
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う
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り
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び
出
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が
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す
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な
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か
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話
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ッ
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か
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落
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や
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所
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い
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に
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際
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と
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っ
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り
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れ
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ま
し
た
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思
い
出
し
て
あ
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て
て
支
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と
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い
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い
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､
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せ
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迷
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た
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し
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常
に
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れ
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よ
う
に
し
て
お
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な
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な
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出
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よ
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こども記者

活躍中です｡

信毎こどもスクールの
∫

くわしい様子は､こど

ミ::禦 二 ニト:- ･冊 用 酢
日(日)と15日(日)付
紙面で伝えました｡
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